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中・近世の石塔
池本　正明

キーワード：墓塔・墓標、宝篋印塔、矢穴

〔３〕見せるための墓

〔４〕まとめに代えて

〔１〕中・近世の石塔、二つの方向性

〔２〕愛知県下の石塔

公益財団法人愛知県教育・スポーツ振興財団

愛知県埋蔵文化財センター
〒498-0017　愛知県弥富市前ケ須町野方 802-24

　 Tel. 0567-67-4163　　 Fax.0567-67-3054　

http://www.maibun.com/top/お問い合わせ先

2019 年　10月 26日（土）10:30～
愛知県埋蔵文化財調査センター２階研修室
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川勝政太郎1970「墓塔の造立」『新版 日本考古学講座』6
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14世紀以前の五輪塔・宝篋印塔の分布
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トーンは標高 10ｍ

狭川真一・松井一明編 2012『中世石塔の考古学』より作製

松井一明・木村弘之 2012「東海」『中世石塔の考古学』・知立市史編さん委員会 2015『新編知立市史』3 資料編 考古（原始・古代・中世） より作製

●10A区 040SZ

●10A 区 045SZ

0 100㎝

▲五輪塔 ●宝篋印塔
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▲尾張・三河古式石塔編年図

▲岡崎市伝阿部忠正塔
▲岡崎市養楽寺塔 ▲岡崎市大林寺格翁上人塔（天文 8（1539）年銘）

0 50㎝

0 50㎝

新編岡崎市史編集委員会 1984『新編 岡崎市史』美術工芸 17 より作製

松井一明・木村弘之 2012「東海」『中世石塔の考古学』より作製

西三河式（花崗岩）

東三河式（砂岩）
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七代宗春（平和公園建中寺墓地）七代竹腰睦群（平和公園東月院墓地）
名古屋市平和公園

野澤則幸 2006「建中寺における大名墓の上部構造について」『研究紀要』第 8号

瀬戸市定光寺

名古屋市建中寺

2010 本間岳人「近世大名墓所の成立と標識」『考古学ジャーナル』595▲大名家石塔の形式

▲尾張徳川家の墓所
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▲ 江戸時代の代表的な石塔の形

 ▲奈良県中山念仏寺墓地の石塔形式の変遷
村木二郎 2004「石塔の多様化と象徴」『国立歴史民俗博物館研究報告』112 

関根達人 2017『墓跡が語る江戸時代』
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佐々木健策 2009「円礫による石製品の加工」『歴博』第 155 号

佐々木 2009 佐々木 2009

採石場遺跡の類型
A型 掘り出し型
Ba 型 切り出し規則型
Bb型 切り出し不規則型
C型 採取型市遺跡
Da型 割取り分割型
Db型 割取り剥離型

佐藤亜聖 2019
「中世採石・加工技術の諸相」『中世石工の考古学』

 ▲岡崎市花崗岩採掘地分布図

▲  西尾市寺部海岸
  ◀  岡崎市車塚遺跡 10A 区 005SZ

池上 年 1950「岡崎産花崗岩採掘地分布図」『三河史談』第 4号

愛知県埋蔵文化財センター 2015『車塚遺跡』

（財）大阪府文化財調査研究センター 2000『椋谷石切場跡』
 ▲ 神奈川県山角町遺跡 IV 地点 100 号遺構

 ▲ 早川河川敷  ▲ 小田原城図

 ▲大阪府椋谷石切場跡 




